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１　医療機関の概要

２　事業の概要

当該病棟の入院基本料・特定入院料の適用

当該病棟の病床機能報告

増減 0 0 0 0 0

0
機能転換後（令和   年７月） 0

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計
機能転換前（令和２年７月）

施工面積 ㎡

機能転換前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　

機能転換後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　
【届出予定時期】 令和　年　月

事業内容

事業目的・目標

機能転換する病床数 　　床　（　　　期 →　　　期）　

事業区分
①施設整備（ 新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ 改修　） 　②設備整備
③事業縮小（　用途変更 ・ 特別損失 ・ 早期退職　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○で囲む）

実施予定期間 令和　年　月　日～令和　年　月　日 供用開始予定 令和　年　月

計 0

事業対象病棟名

病床機能報告
(令和２年7月)

高度
急性期

急性期 回復期

一般 療養 精神 結核

慢性期

令和３年度　鹿児島県地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）の事業計画概要

医療機関名 開設者名
医療機関住所・所在地 構想区域

感染症 計 0
各種指定状況

診療科目

許可病床数



事業費等
● 対象経費の支出額 ● 補助金額の算定

① 施設整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（A）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

② 設備整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（B）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

③ 事業縮小
⑴　用途変更
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（C）
千円

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

⑵　特別損失
ア　対象経費の実支出額（C）

イ　補助金額（ア×1/2）

⑶　早期退職
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（C）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

● 財源内訳

④ 補助金額合計
（①ウ＋②ウ＋③⑴ウ＋③⑵イ＋③⑶ウ）

千円

0

6,000 千円×

千円千円× ㎡＝

人＝ 0 千円

千円

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円

小計　（C) 0 千円

⑵特別損失

※事業内容が分かる以下の資料を添付すること
　【施設整備】概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下），概算見積書等
　【設備整備】カタログ，概算見積書等
　【事業縮小】⑴概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下），概算見積書等
　　　　　　　　 ⑵不要となる建物や医療機器の処分（廃棄，解体，又は売却）に係る損失が分かる
　　　　　　　　　　書類等
　　　　　　　　 ⑶就業規則等の早期退職制度が規定されたもの等

千円

千円

千円

千円

千円 ×1/2＝ 0

0合計 0 千円

千円

合計（A+B+C） 0 千円

③事業縮小 対象経費の支出額

⑴用途変更 千円

千円

⑶早期退職 千円

千円

千円

小計　（A) 0 千円
②設備整備 対象経費の支出額

千円

千円

小計　（B) 0 千円

×1/2＝ 0 千円
千円

千円

千円

千円 千円

千円

千円

千円× 床＝ 0 千円

①施設整備 対象経費の支出額

千円

千円

千円 ×1/2＝ 0 千円



１　医療機関の概要

２　事業の概要

当該病棟の入院基本料・特定入院料の適用

当該病棟の病床機能報告

0 30 0 300

機能転換後
【届出予定時期】

機能転換前（令和２年７月）

機能転換後（令和４年７月）

増減 ▲ 30 30

300 ㎡

0

医療機関名

各種指定状況
許可病床数

救急告示病院，地域医療支援病院，・・・・

開設者名 医療法人○○会○○病院
○○市○○町○○番地 構想区域

計

○○医療圏

一般 100 療養 0 精神 0 結核 感染症0

①施設整備（ 新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ 改修　） 　②設備整備
③事業縮小（　用途変更 ・ 特別損失 ・ 早期退職　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○で囲む）

※事業内容を記載してください。

※構想区域や医療機関の現状や課題を踏まえた上で，事業目的・目標を記載し
てください。

30床　（急性期 → 回復期）　

事業区分

実施予定期間

0

医療機関住所・所在地

診療科目 内科，外科，・・・・・・・

0

事業目的・目標

機能転換する病床数

0 30 0 0 30

事業内容

令和４年１月令和３年11月１日～令和４年１月30日 供用開始予定

施工面積

病床機能報告
(令和元年7月)

0 100

事業対象病棟名 ○階病棟

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 計0 100 0

令和４年１月

機能転換前 一般病棟入院基本料　－　７対１入院基本料
回復期リハビリテーション病棟入院料　－　回復期リハビリテーション病棟入院料１

急性期 回復期 慢性期 計高度急性期

令和３年度　鹿児島県地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）の事業計画概要

1000

記載例

「各種指定状況欄」は，「救急告示病院」「救命救急センター」「共同利用型病院」「小児救急医療拠点病院」

「基幹型/協力型臨床研修病院」「県/地域/特定領域がん診療連携拠点病院」「県がん診療指定病院」
「へき地医療拠点病院」「基幹/地域災害拠点病院」「地域医療支援病院」「総合/地域周産期母子医療センター」
「感染症指定医療機関」「地域リハビリテーション広域支援センター」「認知症疾患医療センター」の指定を受けて

いる場合はその旨を記載してください。



事業費等
● 対象経費の支出額 ● 補助金額の算定

① 施設整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（A）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

② 施設整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（B）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

③事業縮小
⑴　用途変更
ア　基準額

千円

イ　対象経費の実支出額（B）
千円

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

⑵　特別損失
ア　対象経費の実支出額

イ　補助金額（ア×1/2）

⑶　早期退職
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（B）

ウ　補助金額（ア,イいずれか少ない額×1/2）

● 財源内訳
④ 補助金額合計
（①ウ＋②ウ＋③⑴ウ＋③⑵イ＋③⑶ウ）

千円

千円

小計　（C)

0 千円

0

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円

0 千円⑴用途変更 千円 千円

小計　（B) 0 千円

×1/2＝

自己財源

合計
千円

32,500 千円

65,000 千円

⑵特別損失 千円

⑶早期退職 千円

合計（A+B+C） 65,000 千円

32,500 千円基金事業補助金

※事業内容が分かる以下の資料を添付すること
　【施設整備】概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下），概算見積書等
　【設備整備】カタログ，概算見積書等
　【事業縮小】⑴概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下），概算見積書等
　　　　　　　　 ⑵不要となる建物や医療機器の処分（廃棄，解体，又は売却）に係る損失が分かる
　　　　　　　　　　書類等
　　　　　　　　 ⑶就業規則等の早期退職制度が規定されたもの等

千円

千円

千円

千円

③事業縮小 対象経費の支出額

人＝ 0 千円

千円× ㎡＝

千円

千円 ×1/2＝

②設備整備

内装工事
千円

千円

千円

千円

対象経費の支出額

電気設備工事
給排水衛生工事

千円

0 千円

5,000
30,000
10,000
15,000

千円65,000

直接仮設費

○○工事

小計　（A)

①施設整備

6,000 千円×

32,500

千円

65,000 千円

65,000 千円 32,500 千円×1/2＝

3,214 30千円× 床＝ 96,420

対象経費の支出額

千円

千円

5,000



医療機関名

　郵便番号

　住所・所在地

補助金担当者　職・氏名

　連絡先電話番号

　連絡先FAX番号

　連絡先メールアドレス

連絡先票

令和３年度 地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）の事業計画概要等の提出


